
1. コンテンツの充実

⚫ 前回第10回会議にてお示しした、
近隣諸国・地域（韓国、中国及び台湾）における
海水のトリチウム調査の資料を掲載。

⚫ 前回の委員からの御指摘も踏まえ、資料３－２に
記載された両データベースへのリンクを追加し、
関係機関により幅広く実施されている
放射性物質モニタリングの結果も参照できるよう案内。

⚫ 前回の委員からの御指摘も踏まえ、一般の方の理解の助けになるよう、用語説明をはじめ
とするQ&Aの整備等を検討中。

2. 多言語対応

⚫ 従来の英語に加え、昨年12月に中国語（簡体字）・韓国語にも対応。

⚫ 3月から新たに中国語（繁体字）にも対応。

3. 閲覧状況

⚫ 放出開始後、日本語約44万回、英語約1万回のアクセスあり。トレンドは次ページ参照。

⚫ 直近（1月1日～3月13日）の1日当たり平均閲覧数は以下のとおり。

モニタリング結果の情報発信等について

※アクセス数等は3月13日時点のもの

資料３－３

1

日本語 英語 韓国語 中国語（簡体字）

1713.9回 28.0回 2.0回 5.1回



2

ホームページ（日本語）のアクセス数の推移

※背景オレンジの期間は、放出期間を示している。

※https://shorisui-monitoring.env.go.jp/における2023年8月9日～2024年3月13日のアクセス数を集計しグラフ化した。
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